ゴルフ. パンツ ははいて いまい 
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これ は、 いかにも ひま 人らしい 質問です。 同時に、 

一寸 ニク マレロ をき かして もらえば、 いかにも 婦人 雑 

誌 の 特徴 を 発揮した 質問です。 

なぜなら、 恋愛 問題 だけ を きりはなし、 例えば 正月、 

炬燧 にあた つたり、 ハイカラなら、 電熱 スト— ブ にで 

も あたりながら、 

「ねえ、 今度 恋愛 するとしたら、 どんなの したい？」 

「さあ」 

「婦人 公論の 新年号み た？ ある わよ、 いろんな のが 

…：- J 

などと いう 会話 を とりかわ すの は、 一体 どんな 婦人 及 



らしい。 

第一に 恋愛と いう もの を、 私 は 社会的 階級 的 全 生活 

の 一部分と して 理解して いるが、 決して 恋が 命と は考 

えてい ません。 心中す る 芝居 を 見る と カン シャク をお 

こす 女であります。 

又、 恋愛 は ひどく、 その 人の 程度 = イデ ォロギ ー 的 

にも、 性格 的に も = を 示す ものであります。 何とか 彼 

とか、 偉そう な こと、 つよそう な こと、 階級 的そう な 

こと を 云っても、 対 手の 女 を 見る と、 その 男の 非公式 

な 部分、 書いて ない 部分が 露出して いる。 

女の 場合 も 同じです。 



芸術 や 恋 愛が 、 階級 性ぬ きの どこ やら 超現実的な も 

のの ように 感じられて いると したら、 とんだ 間違いで 

一 人の 女が 小 ブル ジョァ 的な 人道主義、 倫 安 主義の 

生活 を 何 かの 必然的 動機です て、 プロレタリア 解放の 

ために 一 つの 役割 を もって 生活す るよう になれば、 

キット、 生活の 変化 は 恋愛と 恋愛観の 変化 を 起す にき 

まっている。 

そうではありません か？ 

例えば K 子 は、 これまで 通り K 会社へ 勤めて はいる。 

けれど、 会社が ひければ 或る日 は 研究会へ 出席し、 或 



る 日曜日 は 全 協 〔# 「全 協」 に X 傍点〕 の 一 般 使用人 組合 

の 仕事 を 手伝わなければ ならな くな つ て 来た。 

それ だのに、 彼 o 氏 は、 K 子の 生活 変化の 必然性 を 

理解 しないば かり か、 会えば 宵の 七 時から 十二時まで 

ぶ つ つづけに くッ ついて いなければ 怒る。 日曜日 ごと 

に ゴルフとまで は 行かない プチブルら しくべ ビ ー • ゴ 

ルフ という ものへ、 半ズボン はいて 行く o 氏のお 伴 を 

しなければ、 不和 を 生じる という 場合、 どうして K 子 

は o 氏との 恋愛 を よろこび、 共に 発育して 行く 人間ら 

し い 楽しみ を 感じる ことが 出来ましょう。 

時間 的に 先ず やりきれ なくなり、 o 氏の 生活 態度が 



ィャ になり、 サ ョナラ となる の は 当然で はあります ま 
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いやになら なければ、 K 子の 嘘つき！ です。 o 氏 

は、 その 場合、 キネ マ 仕込みの 口笛 を 街の 風に 向って 

吹き、 恋愛 は 自由 だ、 ララ ララと 思う かもしれ ない。 

が、 ほんと にこの 資本主義 社会 で 恋愛 は 自由で ありま 

しょうか？ 

ブル ジョァ 婦人 解放 論者 は、 経済的 独立 は 婦人 を 解 

放す ると 叫ぶ。 それ を 真にう け 独立した いから、 女 学 

校の 上に 英語の 勉強まで して 会社に 入る。 —— 果して、 

彼女た ちの 三十 円なら しの 月給 は、 独立す るに 十分で 



しょうか？ 

恋愛して、 母と なる 時、 では 会社 は 月給つ きの 休暇 

を 四 力 月 くれます か？ 姙娠五 力 月 以上、 十 力 月 未満 

の 赤坊の ある 婦人 は 決して 解雇 しないと いう 労働法 を、 

会社 は 適用す るでしょう か？ 

恋愛が 自由で な いのは バカ にも わかる。 愉快な 恋愛 

を 健康に する に は、 この 資本主義の 社会と は 違った 経 

済 的 基礎、 制度、 ものの 考え かたがい る。 

そういう 社会 をお 互に 一日 も 早くつ くりたい と、 私 

もぺ ンを 武器と し 仲間と ともに 働いて いる わけです が、 

K 子の 例で も わかる とおり、 そういう 自分が XX 株式 



会社の 重役と かその 弟と か、 従弟と かとい う もの =柳 

瀬 正夢の 漫画の 人物、 所謂 アミ ー になろうと は 考えら 

れ ないで はありません か。 

〔 一 九 三 二 年 一 月〕 
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